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調理技術教育学会2022年学会員募集

News Release

食の明るい未来を一緒に築きませんか‼
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▍学会員は学術大会に無料で参加、発表することができます

第３回学術大会は2022年８月９日・10日に開催決定！
公益社団法人全国調理師養成施設協会・調理技術教育学会(学会長服部幸應)

【調理技術教育学会とは？】
調理に関する技術や科学に関する最新の情報を収集・発信し、調理技術の発達、養成教育の水準

の向上に寄与することを目的として、公益社団法人全国調理師養成施設協会が2019年４月に創設。

本学会では、調理に関する技術及び科学、養成教育の指導方法を中心とした調査・研究とその発

表を通じ、学会員相互の研鑽、交流を促進することとしている。

2019年に第１回学術大会を東京・渋谷の服部栄養

専門学校で、本年８月には２回目の学術大会を、

大阪・阿倍野の辻󠄀調理師専門学校・エコール辻󠄀大

阪にてオンライン開催しました。

第３回学術大会は、東京・世田谷の学校法人食糧

学院で開催する予定です。

学会員は、学術大会に無料で参加することができ

(非学会員4,000円)、研究発表(口頭発表・ポス

ター発表)も行うことができます。

調理技術教育学会は、調理師養成施設関係者をはじめとする食と教育に関わるさまざまな分野

の人々が、ともに研鑽できる学会員を募集しています。

第３回学術大会は、2022年８月９日(火)・10日(水)に東京で開催することが決定しました。

来年３月より、研究発表の募集も開始します。ぜひご参加ください。

▍学会誌に論文、研究発表を掲載することができます

調理技術教育学会誌を年１回以上発行しています

(学会員無料、非学会員2,000円)。

同学会誌へ日頃の研究成果を投稿することで、調

理技術及び調理師養成教育の発展に寄与すること

ができ、投稿者ご自身の業績にもなります。

学会員は無料で掲載できます。

論文、研究発表は、電子ジャーナル(J-STAGE)に公

開(発刊から1年間は学会員のみ閲覧可能)されます。

ご投稿をお待ちしています。
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■公益社団法人 全国調理師養成施設協会とは？
1973年(昭和48)設立。全国213校の調理師養成施設（いわゆる調理師学校）を会員と
し、質の高い調理師の養成に力を注いでいる。主な事業は教材の出版、各種資格付与
事業、「調理師養成施設調理技術コンクール」、当学会の運営等。
調理師養成教育は、専修学校をはじめとして、高等学校、各種学校、短期大学等さま
ざまな学校群・教育課程で展開されている。 会長服部幸應

＜当リリースのお問い合わせ＞
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▍調理技術・科学、養成教育の指導方法などの情報が収集できます

調理に関する技術・科学、養成教育の指導法など

について、今求められている情報が得られるよう、

学術大会だけでなく今年２月にはオンラインセミ

ナーも開催しました。

調理関連分野にとどまらず、幅広いジャンルの講

演者による魅力的なプログラムを企画しています。

学術大会では講演、研修会以外にも、料理デモン

ストレーションなども行っています。

調理科学についての講演に基づいた料理デモンス

トレーションと考察、ジビエ料理セミナーなど、

本学会ならではのプログラム構成です。

今後は、テーマごとに研究を行う分科会の設置も

予定しています。

これまでの講演者

（順不同・敬称略）

君島佐和子（フードジャーナリスト）

米田肇（「HAJIME」オーナーシェフ）

生江史伸（「レフェルヴェソンス」エグゼクティブシェフ）

川崎寛也（味の素株式会社食品研究所

Executive Specialist）

大羽哲郎（(一財)食品安全マネジメント協会理事長）

鎧塚俊彦（「Toshi Yoroizuka」オーナーシェフ）

小野寺敦子（目白大学大学院心理学研究科教授）

服部幸應（(公社)全国調理師養成施設協会会長）

渋川祥子（横浜国立大学名誉教授）

平野朝久（東京学芸大学名誉教授）

三宅司郎（麻布大学生命・環境科学部教授）

神崎宣武（民俗学者）

▍お申し込みは、学会サイト(https://www.cte-jatcc.jp)より

※調理師養成施設団体会員は、学術大会には教職員７名まで参加

可能です。

※調理師養成施設卒業生は、調理師養成施設個人会員となります。

※学会費は前納とし、原則年末までに翌年次学会費を納入して

いただきます。

▍学会員相互の交流ができます

飲食業、企業、学校等異業種交流ができます。

第１回学術大会では、ポスター発表、交流会、

ワークショップ、開発食品紹介、協賛企業・団体

展示等を実施し、全国からの参加者で盛り上がり

ました。

今年の第２回学術大会は、コロナ下で完全オンラ

イン開催となったため対面での交流ができません

でしたが、コロナ後にはまた学術大会を交流・情

報交換の場として、ぜひご活用ください。


